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裁量労働によるみなし労働時間勤務規程（中会社・サービス業）

（目的）
第１条　この規程は、就業規則第○条および労使協定に基づく、裁量労働によるみなし勤務を行う従業員の労働時間の取扱いについて定める。

（対象者）
第２条　この規程は、情報処理システムの分析・設計の業務に従事する者に適用する。

（業務の遂行）
第３条　前条の従業員については、原則として、その業務の遂行に関しては、従業員本人の裁量に委ね、具体的指示は与えない。

（みなし労働時間）
第４条　第２条の従業員については、次に掲げる時間、労働したものとみなす。

　　　　１日８時間
（深夜労働および休日勤務）
第５条　業務の都合上、やむを得ず深夜または休日に労働する場合は、事前に所属長に申請して、許可を得るものとする。この勤務時間は、みなし労働時間に含まない。

（時間外手当）
第６条　みなし労働時間が所定労働時間を超える部分については、時間外勤務として取り扱い、賃金規則第○条の時間外手当などを支給する。

（欠勤、遅刻、早退などの取扱い）
第７条　第２条の従業員が、欠勤や有給休暇の取得によって業務に従事しなかった場合は、第４条の規定を適用しない。

２　就業規則第○条に定めた時間を超えて遅刻・早退、私用外出などをした場合は、相当する時間の賃金を支給しない。

付　　則

（施行）
第８条　この規程は、平成○年○月○日から施行する。































